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U
於
い
て
は
諸
國
殊

R

塊
太
利
及
び
獨
逸

R

於
け

る

金
融
破
綻
並
に
佛
蘭

1]

の
孤
立
的
金
融
政
：
 

策
等
に

'

當
而
し
て
、

®

際
金
融
界
は
其
無
統
制
的
本
質
を
如
實

k

曝
露
し
た
。
而
し
て
遂
ひ

^

 

英
杏
利

^

於
け
る
金
本
位
制
度
の
停
止
を

|

轉
期
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し
て
、國
際
金
融
の
危
機
は
一
段
の
深
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ま
大
.

S

れ
た
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部
面
；：声
を
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界
の
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展
關
さ
や
て
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る
。

鋒
に
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金
本

#:
M

 

度
を
：停

Jt

し
た
諸
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で
ハ
は
固
よ
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然
保
持
す

.

る
國
に
在
；っ
て
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多
く
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際
金
融
の
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對
す
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し

て
所
謂
外
國
爲
替
め

#

理
が
：援
用

_

れ
：る

R

至
っ
て
ゐ
る
。
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す
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必
要
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左
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主
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し
て
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を
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接
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し
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得
る

3

的
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以
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資
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の
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得
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合
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し
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ゐ
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的
な
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目
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も
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本
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に
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つ
て
六
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間
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行
せ
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れ
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て
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る
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國
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其
他
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要
品
の
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し
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先
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れ
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十
月
二
十

 

一

n
n

及

，び

其

後

商

，品

注

文

を

爲

す
.
商

人

は

、
該

輸

入

の

爲

に

^

要 

な
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國
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通
貨
の
支
拂
沏
日
の
三
ヶ
乃
前
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ブ
’

,

ガ
リ
ャ
國
民
銀
行
^
通
带
し
な
け
れ
ば
な
ら 

S
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民
間
銀
行

^

在
る
個
人
及
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祉
の
外

W

通
©

预
金
は
、國
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銀
行
の
許
可
を
得
た

^
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k

の
み

y

汁
し

^

る

外

1

«

貨
2 :

所
捋
す
る
個
人
は
其
所
有
额

5 :

便
用
し
蚁
：\
つ
て
か
ら 

で
な
け
れ
ば
之
を

.
取
#

す
る
こ
ど
が
出
來
な
い

o

プ
テ

n

ス
ロ
ゥ

r

キ
ャ
政
朐
は
十
乃
ニ

^

の
命
令

^

依
々
、外

國

爲

替

の

賢

M

t 

0

民
鈒 

行
に
ょ
つ
て
統
制
ず
る
所
の

一

九
ニ
四
年
の
法
律
を
復
活
し
た
。

卯
ち
必
耍
あ
る
場
合
レ
は
、
 

外
8

.

爲
替
|

主
ビ
し
て
外
國
通
貨
及
び
典
他
外
國
か
ら
の
收
入
丨
を
强
制
的

k

^

渡
^
し
む 

る
も
の
で
あ
る
。

0 
R

他
の
命
令
に
依

◊

、同
國

R

居
住
す
る
^
は
外
國
に
预
託
し
た
外
國
通 

r

又
は
布
作
離

.

券
を
li
M

鈒
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k

|1
1

讲
す
る
を
耍
す
る
°

外
阈
爲
替
質
入
の
許
可
を
受
く
る

に
齋
つ
て
、贸
芻
商
は
明
截
な
輸
入
贸
易
か
ら
生
ず
る
偾
務
の
諧
據
を
豫
め
提
出
し
な
け
れ
尤 

な
ら
な

S
。

.

丁
抹

.
贸
易
商
が
、出
已
の
輸
入
商
品

^
纖
ず
み

.支
拂
ヵ

.ダァ

I
ゆ
爲
^
近
き
將
來
に
爲
替 

を
必
要

ビ
す
る
旨
を
請
明
し

^
る

S
合
以
外
は
、丁
抹
か
ら
の
輸
出

^
品
代
金
ど
し
て

«
M
0 

が
外
國

k
保
布
す
る
金
锁
は
總
て
、國
域
龈
行
を

*
じ
て
か
若
し
く
は
同
行
の
認
可
.の
得
ら
る 

ベ

5
各
丁
抹
鈒
行
又
は
コ
，ペ
ン
ぐ
ー
ゲ
ン
株
式
取

(1
|
所
取
引
員
を

.通
じ
て
、遲
滯
な
く
丁
抹

M 

貨

R
M
替

3
れ
る
を
要
す
る
。
通
貨
、小
切
手
又
は
手
形
を
以
て
丁
抹
ク
ラ
ゥ
ン
を
移
送
す
る 

R
は、國

K
銀
行
の
許
可
を
必
要
ど
す
る
が
、爲

#
の
割
當
は
原
料
品
及
び
邦
他
の
生
產
殊

R
輸 

出
產
業
の
必
耍
品

R
先
づ
與
へ
ら
れ
る
。

エ
ス
ト
ニ
ヤ
爲
替
取
引
は
エ
ス
ト
ニ
ヤ
鈒
行
双
び
同
行
承
認
の
機
關
の
み

^

許
3

れ
、輸 

出
贿
は
獲
得
外

_

爲
替
を

_

土
ス
ト
ニ
ヤ
銀
行

^

賣
却
す
べ

&

義
释
を
有
す
る
。

芬
蘭
芬
前
飯
行
ビ
龈
行
及
び

實

*

刚
體
ど
の
ほ
發
的
協
定

^
侬
彡
爲
#
の
瞥
理
を
即
始

 

し
、外
國
通
貨
の
利
用
し
得
る
場
合
を
ば
、期
限
到
來
の
銀
行
偾
務
の

«
還
•或
る
種
の
必
需
品
の

 

輸
入
、負
俊
の
割
賦
元
.金

^
び
利
子
の
償
還
等
に

.限
つ
：た
。
輸
出
商
の
大
部
分
は
其
餘
剩
外
國

 

C
货
5:
諸
銀
わ

^
猢
波
し
た
。
が

ft
T
じ
銀
行
外
の
爲
替
取
引
ネ
非
合
法
で
は
な
か
つ

.た
の
で
、 

:!
-
]
:
ハ
處
.で
は
非
常
に
低
落
し
た

.相
場

?:
:
以
て
行
は
れ
た
。
そ
乙
で
十
ニ
月

九
：；：r

ょ
办
芬
艱
銀
行

笫ー
|

十
六
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(

三八一

)
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の普及々
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く
 

は
«

f

夕
収

r

り
.

の
%

大
傾
向
の

'

爲
R

.

諸
銀
行

^

し
て
.

實
際
相
場
を
：以
て
取
极
は
し
ひ
る

乙

ビ
 

k
決
定
し
た
。

'

當
時
相
.場
は

: .1

碌
S

し
約
二
四
〇
芬
蘭

マv

 

v

eな
つ
た
。

.

現
在
外
國
爲 

#

の
眞

入

は
«

對
必
需

品

の
み
に
は
限
ら
れ
ず
、大
體
總
て
の
種
類
の
商
品
輸
入

^

許
容

3

れ 

る
名
の
、
如
く
で
：あ
る
。パ

獨

逸

七

刀
：十

八
H

政
府
の
發
し

.

た
命
令
は
、總
て
の
獨
逸
财
產
桃
の
納
付

.

義
務
蜜
實
際
上

. 

全
猫
逸

©

^ 1

者
で
ぁ
つ
て
陳
籍
を
間
は
ず
？

し
て
、總
ゅ
る
猶
類

.

の
外
國
爲
替
即
ち
現
金
、小
切 

手
手

.

形
及
び
爾
餘
の
外
陳
通
貨
請
求
權

.

の
保
有
额
を

»

逸

1«
:

氣
か
ド

|.
|
:

1:

吿
す
べ

_

$ :

命
じ
た

A 

而
し
て
其
外
國
爲

#

の
保
有
が
經
濟
上
の
理
凼
に
茈
く
場
合
で
な
け
れ
ば
、獨
逸
國
鈒
行
は
之 

?:
質
上
げ
る
の
權
能
を
有
し
た
。

現
在
總
て
の
外
國
爲
替
は
收
#
後
三
日
以
内

k

巾
带
し
な 

け
れ
ば

な

ら

ぬ
。

■

又
在
外
資
產

^

付
て
も
同
權
^
税
務
當
局

^

*
齿
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か 

つ
た
。

其
後
發
亦

3

れ
た
幾
多
の
緊
傘
令

^

侬
6

、政
府
は
通
貨
の
輸
出
に
断
し
て
廣
大
な
韓 

制
*

? :

有
し
、爲
替
の
賣
質
は
獨
逸
國
銀
行
並
^
同
行
の
許
可
を
與
べ
た
獨
逸
金
融
機
融
を
通 

じ
て
の
み
：行
は
れ

る
？

"
,

希
臘

-

■

希
®

銀
行
は

.

外
國
爲
潜
賈
實
の
獨
占
權
を
布
し
、他
の
鈒

行

は

司
行

の

代

现

名

ミ
し

.

て
の
み
之
を
行
ひ
得
る
。

Is
出
賀
易

k

ょ
つ
て
得
ら
れ

る

外

H
,資
.
金
.
の

總

て
は
、
i

を
同
行
に 

引
渡

^

な
け
れ
ば

^

ら

g

。

し

’

匈
.

牙
.

利

:
.

外
8 1

爲
替
は
其
如
何
な
形
式
の
外
國
支
拂
手
段
で
.あ
つ
て
も
、總
て
匈
牙
利
國
段 

鈒
行
の
處
分

k

委
ね
，る
■を

®

す
る
。

總
ゆ
る
外
國
保
有
额
は

|1
1

带
を
要
し
、國
段
鈒
行
は
之
を 

仅
牙

^

へ
シ
ゲ
を
以
て
貨

'

上
ぐ
る
權
利
を
有
す
る
。

此
等
の

0

的
'

實
行
の
爲

^

帳
簿
並
^
取 

引
勘
定
の
檢
避
を
行
ふ

t

 

v
j

を
得
る
0
匈
牙
利
通
貨
で
あ
ら
う
ど
外
國
通
貨

で
あ

ら

う

 

<
、又 

如
何
な
る
形
式
の
之

R

相
常
す
る

/

ち
の
で
あ
，ら
う

.

〜

國
民
銀
，行

'

の
許
可
な

：
.
く
し
て
之
を
外
國 

へ
送
附
す
る
己
ど
が
出
來
な

v
s
。

有
價

1 @
#

類
'

は
^

れ
の

」

外
國
：通
貨

^

於
'
け
る
相
當
额
が

_

 

民
銀
行

^

.

预
.

託

：ザ

れ

；
た

場

合k

の
み
外
國
へ
輸
出
：

’
す
.

る

こ

ビ

が
出
來
る
。
外
國
か
ら
の
資
金 

ff
i

A

も
：'

可
-

な
：ぐ

’

し
：て
は

.

行
ふ
.
?:
:

許
？
.

れ
な
い

。
-

パ
伊
太
利

.

^

 

H
 

V

-

. 

0

. 

V

へ
大
顧
犬
時
ば
爲
替
：管
规
の
：命
令
を
發
■布
す
る 

操
能
が
與
へ
ら
れ
た
。
斯

«

な
.

命
令
は
未
だ

«

布
さ
れ
な
い
け

n

'.
w

も
、同

H

 

F
a
s
c
i
s
t

 

C
r
e
d
i
t

 

c
o

n
f

e
d

e
r

a
t

i
o

n

は
全
：銀
行

R

:

M

®

を
.

發
：し
、各

行

並

に

：其

^

阈

取
^

銀
：行

)

の

爲

替

保

有

顧

の

明

：
細
，
 

會

を
.
伊
本
刹
，«

行
.

味
'
送
附
し
、其

#

«

先
：：

の
將
來
の
'

慮
#

.

.
露
_

を
調

'
.裔
し
、丘
つ
在
外
資

.

金

?:
保

.

笫
ニ
ナ
六
.卷

C

三
八
三)

外
_

爲
替
管
：理
の
普
及
ミ
其
有
ナ
る
意
蕾
：就
い
 ̂

雙

號
 

ヒ



:
:

笫
！I

十
六
卷

.

S

八
S

 

，外
暨

_

理の
#

及
5

有する意義

^

就い：て

. 

ぎ
！S'
.

W

し
ぎ
は

#

出
■

金
.今
し

 V

 

外
f

 

n

 

 ̂

^

 

^

 

^

^

 

^

 

^

 

r

 

へ
さ
i f

を

命

じ

た

：。，
如

何

な

る
.

離

：行

も

，
串

行

又

：
は

#

意
，先
の
：勘

'

定
S

て
外
國
ま
場
發
行
の 

公
太
き
或
は
外
陳
の
有
價
證

.

雜

を

購

入

す

る

を
'

許
_

れ

ず

、外
，國

«

は
先
物
取

( I
I

を
禁
ぜ
ら 

れ
、又
：商

攀

上

其

他

着

し
.

f

理

由

を

以

て
I

要
I

證

し

得

な

い
.

顧

客
S

し

て

は

賢 

法

す

る
1

こ

ビ

が

出

來

な

ぃ
o 

,

即
'

ち
，正
，當

な

理

凼
k

基

く

場

合

の

外

、爲

替

取
I

禁

止

さ

れ

て 

ゐ

る

も

の
^

認

め

ら

：れ

る
O
 

V

 

:

マ

ラ
ト

グハイヤラトゲステ

~

ト
':
*ハ
ン
ク

:

ラ

ト

V

ィ

ャ

ラ

ト

グ

ィ
ヤ
國
立
銀
行
：は
爲
：替
取
：：引

の

®

占
#

を
有
す
る
が
、爾
餘
鈒
行
も 

之
が
取
扱
の
認
可
を
受
け
る

t

ヒ

は

出

來

る

。.
貿

為

商

は

收

得

外

國

爲

替

を

銀

行

に

引

渡

す 

ミ

ど

を

耍

求

せ

ら

れ

、を

れ

ド

»

し

て

ラ
_

ト

が

交

付
5

れ
る
。，

y

ス
ア
一
一
ヤ
_

外

降

通

貨

の
»

入

は

リ

ス

ア
I
I

ヤ
«

行

の

强

行

す

る

登

錄

制

度

k

支

配

さ 

れ

る

も

の

^

解

せ

ら

れ

る
o

評

威

十

乃

ニ

十

三

I

諾
威
鈒
行
支
配
人
の
發
し
た
聲
明
書

fc
.依
れ
ば
，諮
威
の
現
在
及 

び
將
來

k

K

け
：る
外
膝
通
货
の
.供
給
を
保
持
す
る
た
め
に
外
國
爲
替
収
引
の
統
制
が
必
要
ど 

な
：つ
た

.

M

ビ
、並
に
政
府
當
腐
の
干
渉
：な
く
し
て

乙

の

目

的

?:
達

す

る

i

ど

が

希

紫

せ

ら

れ

る

I

I

!

i

I

旨
が
述
ベ
ら
れ
た
。：
爲
替
問
題
考
究
の
爲
に
、諾
威
鈒
行
及
び
諸
銀
行
の
代
表
者
ょ
卜
成
る
咿 

央
養
員

.

が
設
立
せ
ら
れ
た
。

葡
萄
牙
輸
入
贸
舄
の
支
拂

R

關
し
て
乙
れ
迄
何
等
の
支

K

は
存
し
な

S

樣
で
は
あ
る
が
，
 

耽
^

提
い
間
爲
替
取

^

の
制
限
が
實
行

^

れ
て
ゐ
る
。

W

班
牙
爲
替
取
則
は

1

:

九
三

0

年
七
月
以
來
統
制

3

れ
て
ゐ
る
。

對
外
支
拂
を
爲

3

ん 

ど
す
る
個
人
又
は
兪
祉
は
何
れ
も
、マ
ド
ッ

グ

ド
當
局
の
許
可
を
受
く
る

?:

要
す
る
が
^

國
注 

文
を
發
す
る
以
前
に
之
を
必
要
ど
し
な

s

o

併
し
最
近
輸
入
登
錄
所
が
設
立
せ
ら
れ
、總
て
輸 

入
業
漭
は
登
錄
の
爲
に
取
引
，の
詳
細
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

瑞
.

典

リ

ク

ス

鈒

行

R
i

k
s

b
a

n
k

は
、不
必
要
の
輸
乂
制
限
の
卧
的
を
以
て
信
用
制
限
の
或
る 

手
段

? :

採
る
爲
に
、瑞
典
銀
行
聯
盥
ビ
協
定
し
て
ゐ

’

る
。

又
同
鈒
行
は
爲
替
市
場
^
於
け
る
供 

鈴
制
限
の

.

手
段

? :

も
採
つ
て
ゐ
る

。
■

.

土
耳
.

古
爲
替
制
限
ぱ
土
耳
古
磅
安
定
の
仅
め
に

‘

一
九
，三

〇
年

1:ー

月
以
來
行
は
れ
て
ゐ 

爲
替
取

or
l

は
#

許
を
有
史
る
諸
鈒
行
を
通
じ
て
の
み
餘
容

3

れ
る
が
、此
等
銀
行
は
大
藏
大 

ど
連
絡
あ
る
管
砘
委
裒
會

^

勘
定
を
引
渡
す
を
耍
求
せ
ら
れ
て
ゐ
る

。

.

'

第
ニ
十
六
卷
_

3

八
：五)

外
國
爲
替
管
理
の
普
及
墓
有
す
る
意
義
に
就
い
て

 

.

S

:號 

九



:

第
二
十
六
卷
.(

三八六

>

'

外阈爲
#

錄
理
が
$

ミ其有
.

す
る
意
_
<
就
い
て
 

：

第

三

號

『

0

,.

ユ

.

ス
ラ
〃
ダ

.

ィ
t

。

:®:

を

：
行

，
ひ

得

る

ァ
«

為

商

は
.

輸

出

忆

依

る

：
外

國

代

高

れ

る

，又
銀

.

行

を

：通

じ
.

て

外

國

通

貨
( ?
)

質
■

入
? :

爲

し
#

る
は
、そ

れ

ミ

同

；類
：の
へ
外
國
商
品
の
輸
入 

を

爲

す

場

合

を

の

み
'

限
& '

れ
-

る
：。
ノ

. 

.

11

雨
及
び

.

中
央
亜
米
利
加
諸
：國
，

:

.

'

:

* 

ノ

ヲ

ン
 

'フ
ン

 

'爲

替
取
3

を

.：止
當
な
實
易
上
の
必

耍
^
制
限

す
る
爲

k
瞥
琊
委

M

 

俞
が

任
命

せ

ら
れ
、
十

_;:
J

十
三
.
n 

I
全
爲
.替
取
引
は
同
委
員
'會

の

i
可
，を
必
？

す
る
。
管
 

理
，委
員

#

は
實
際
上
爲
替
の
割
：當
は

V
行
は
な

い

が
、弗
發
行
を

認

可

し

、
又

相

場

即

ち

現

.在

は
合 

衆
_.兆
を
趣
礎

^

す
る
最
高
最
：低

0

限

界

を

決

.定

し

て

ゐ

る
。一
各

銀
行
は

こ
の

限
界
內
ド
呤 

い
て
取
引
す
る

t 

-が
出
來
る
。

..
字
形
交
換
所
組
合
の
同
國
銀
行
は
爲
替
取
⑴
ド
從
事
す
る

 

を
罰
さ
れ
る

が
，
其
有
す
る

爲
替
資
金

仏
ば
主
ど
し
て
引
受
手
形
の
決
濟
に
使
用
す
る
樣
行
定

さ
れ
て
ゐ
る
？.：

 

V
,
.
.
:

へ
ン

'■
.

.

*

;

>

'

:

ホ
ソ
ゥ

"

ャ

.

十
‘

乃
九
ロ
の
法
雜
は
、外
國
通
貨
を
以
て
：支
拂
は
る
べ
&
對
外
傲
務
に
關
し 

て
三
十

H

の
モ
ラ
ト
ネ
ア

“

ft

行
し
た
が
，む
れ
は
十

1

月
'

十
山
ハ
ロ
の
浓
令
で
撤
修

_

れ
た
。

s

下
存
在
す
る

V
'

考
'

ベ
ら
れ
る

ft

一：の
：法

.

律
上
の

'

制
限
は
、總
ゅ
る
形
式

R

於
け

る

金
の
：輸
出 

の
^

Jf
'

で
あ
る
ヵ
例
し
爲
替
取

3

は
中
央
銀
行
の
丰
に
保
留

3

.

れ
て
ゐ
る

;0

ブ
ラ
.

ジ

V
.

外
貨
又
は
邦
貨
を

.

以
て
振
出

3

れ
、，同
國

^

:

於
^

 

べ
き
貴
易
手
形
、
 

送
金
奪
の
取
扱
は
ブ
ラ
ジ
グ
銀
行
の
獨
占

R

M

し
て
ゐ
る
。

ブ
ラ
ジ
：ル
銀
行
は
他
の
銀
行

R

 

對
：し
て
，中
央
及
び
地
方
政
府
の
偾
務
支
拂
、輸
入
支
拂
、典
他
必
要
な
送
金
に
應
ず
る
爲
に
カ
ゲ

r
 

丨

?:
配

付

す

る
が
、
最

近

相
當

十

分
^

與
へ
：
て
ゐ
る
が
如
く
で
あ
る
。

而
し
て
最
近
の
法
令
は 

同
行
に
對
し
セ
、逾
，當

.

^

認
む
る
時
は
其
獨
占
を
放
棄

す

る
權
能

?:

附
與
じ
て
ゐ
る
。

;
.替
利

'
' 
外
'國
爲
替
：購

<

及
び

.對
外
資
金

.移
轉

^

»

す

る

管

理

が

；
-

一
 

年

”七

ガ

三

ナ

日
 

ょ

々

一

九

3

ニ

^

五
'月

l

a
 

.
迄
.施
、行

：せ

：ら
；れ

：て

右

#

广

爲

替

管

：理

爭

が

設

立

'せ

ら

れ

、外 

國

通

貨

を

以

，
て

す

る

：決

«

^

關
す
る
限
ぅ
、

.键
利

k

於
.
，

S

て
：
■

結
せ
ら
れ
る
契
約
、七
月
三
十

H

 

取
降
外
國

k

.
ぜ
赞
行

.せ
：ら

れ

る

契

.：.：約

並

^

棘

式

：市

：場

取

引

耷

統

偏

す

る

權

眼

：が
：附

與

3

れ

た
。
 

加
.ふ
る
に
如
：何

^

を

契

，約

，も
、豫
；
め
：_

M

#
e>
肉
 

ば
締
結
す

.
る
を
許
さ
れ
な
い
。

ゝ
コ
：
V

ム
ビ
ヤ

.
：

「

レ
九
■

月

-

十
五
ロ
政
府
：は
爲
：

#

.

管
1 !
.

_

を
：
*

行
.

し
/ 2
:

?

金
：の

'
s

ff
l

肷
U I

は
：j

 

時
.
停
止

$

れ
:|
£

ハ輸
_

出
.
は
麵

^

_

れ
^

。：：”

唯
：典
和
國
雜
行

.B
a

n
k

 

d
e

 

l
a
.

 

R
e

p
u

b
l

i
c

a

は
金
の
寶

M

及

第
-:
十
六
卷
：

(

三
ル
七〕

，

外
國
爲
替
管
理
CD
普
.及
^
其
有
す
る
意
義
に
球
い
て 

0

0
 

1

二



烙ニ屮六

# :
Q-
1

八八
：
*

外
國
錄
替
管
理
の
實

.

具
有
す

5

屢
に
就

^

:

て： 

第
S

 

一二

び
輸
出
の
權
能
を
有
し
、外

_

爲
替
取
引
を
行
ひ

#

る：。：：

.

爲

替
管
_

委

員

爹

は

共

和

瞬

銀

行

以 

外
^

:

對
し
て
、金
貨
、金
塊
及
び
：

|
|

ゆ
る
外
阈
通

.

货
•

又
は
系
形
の
寶
贺
を
制
限
又
は
禁

i[
;
す
る
權 

カ
を
矿
し
た
が

JE
f

な
茁
業
上
.の
耽
引

k

對
し
て
は
公
平
で
あ
つ
た

c£

言
A

。■:

其

後

乙
の
權 

能
は
共
麻
國
銀
行

.
k

移
^

れ
た

が
、爲
替
の

#

理
.は
各

智
、地

方
0

治
體
及
び
不
動

產

鈒

行

の

外 

阈
债
務
の
送
金
全
部
に
就

>

 

て
？̂

施
行

^

れ
て
ゐ

る

。

一
一
カ
ラ
グ
ア
十

 

一
;:
j

+
三
日
及
び
ナ

A

 

R

の
八
法
令
は
金
の
輸
出
を
禁
止
し
、爲
替
取
引
の 

t

i;
,
l

を

行

ふ

乙

ビ

、
し
た
。

爲

替

管

理

娄

員

會

は

輸

入

業

者

0

通
毋
を
發
し
、偾
務
»
濟
の
爲

^

外

1

爲

#

の

愈

入

'
許

可

を

.小

請

す

る

場

合

-̂
は
、輸

入

貨

物

办

領

事

證

»]
/
]
書

を

一

通

添

附

す
 

ベ
さ
を
命
じ
て

Q

る
0

ウ

ル

グ

ア

ィ

五

/i
l

十
五

W

の
法
令
を
以
て

•外
國
爲
替
取
引
及
び
資
本
の
外
國
移
轉
の

管 

理
權
が
共
和
國
龈
行

^

與
へ
ら
れ
た
。

爲
替
取
⑴
は
認
可
を
受
け
た
鈒
行
も
之
を
行
ひ
得
る 

が
、共
职
國
鈒
行
は
寶
貢
相
場
を
決
定
し
て
ゐ
る
。

尤
も
斯
る
管
现

^

次
い
で
九
刀

b
 

H
及
び 

十

A

十
六

m

の
法
律
^
ょ

 

>

、恭
中
の
外
貨
偾

.務

k

11
し

て

モ

ラ

.ト

リ

ア

ム

が

發

せ

ら

れ

た

。

:!
:
]
:
ハ

後

、
個

人

が

生

計

费

其

.

他

同

樣
.

の
：目
的
を
以
て
.す

る

外

國

，送

金

を

禁

止

し
、同
國
k

於
け
る
投

資
所
得
の
送
金
並

^

外
國
旅
行
数
用
を
三
瓦
米
卵
を
超
過
し
得
ざ
る
こ
ビ
、
な

し
、见
に
輸
出 

及

び
[H
J

手
形

R

關
し
て
も
、該
外
貨
手
形
が
同
國
市

®

k

於
い
て
収
引

3

れ
た
こ
ビ
を
明
示
す 

る
鈒
.行

又

は
#

社——

爲
替
収
引

資

格

あ
る—

の

證
明
書
を
輸
出
商
が
提
出
し
な
け
れ
ば
、稅

f
f
i 

は
貨
物
の
出
港
を
許
可
し
な
い
等
、幾
多
嚴

1 0
:

な
管
理
を
行

0

て
ゐ
る

0

,

I

爾

餘

諸

國

ア
ン
.

.ゴ
ラ

;'

五
M

 

.
1

一.
十
七

m

の
法
令
を
以
て

©

#

委

0
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又
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す
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.
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:
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移
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等

^
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標
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著
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る
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れ
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逃
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資
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安
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：，利.
の
：湖
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て
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す
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す

；
る
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'
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す
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収
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.
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d
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r
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n
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金
本
位
：制
度
の
：主

要

型

式

ビ

な

つ

た

の

で

，
各

中

央

銀

行

の

«

#

す
る
布 

外
资
.

金
が
'

美
.

大
^

:

-1
-

-

る
k

至
つ
た
琳
等

■

の
爲
k

、や

、
も
：す
れ
.

.

ば
耳

«

且
つ
#[

繁
な

®

 

W

资 

の
移
«

が
：敝
成
_

れ
ざ
る
を

#

な
い
0

.

:

斯
る
場
合

^

:

外
來
資

'

金
が
.

引
'

上
げ
ら
.れ
る
の
は
止
む 

を
得
な
い
；：

v

し
て
も
、取

^

:

そ
れ
.
.

；の
み

^

止
：'
ま
ら
ず

*

2

1

國
資
本
を
も
同
伴
す
る
。
如

ち

«M

濟
上
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政
.

治
上
：
•

#

:

び
l
)I
l

l

:#
.

t

の
.：

不
安
.

が

存

す

る

ビ

、所
謂
：資
本
の
，逃

避

が

始

t
r

る
の
で
あ
る
。
資
卞
の 

逃
避
は
金
本
位
制
度

k

在
つ
て
は

^

及
び
爲
替
を
以
て
行

.

は
れ
る
が
、金
輸
出
の
禁
北
ホ
れ
て 

ゐ
る
%

八u

k

は
#

替
#

4

の.
低
落
.

程
•

&

.

が
を
れ

k

不
利
で

S

い
限
6

又
驻
し
い
場
合
^
は
之 

を

無
視
し
て
も
、爲
替
を
通
じ
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る

o

而
し
て
其
際
爲
替
猶
場
は
極
湍
な
動 

摊"
を
も
免
れ
な

.

s

o

,

:

故
^

資
本
の
逃
亡
を
防
い
で
國
內
經
濟
の
安
定
を
圆
ら
ぅ
ど
す
れ
ば
、勢 

ひ
爲
替

k

s

し
て
璧
划

V

J

豹
は
ざ
る
を
得
な
い

の

で
'

あ
る
o

固
ょ
り
資
本
の
逃

避

は
必
ず
し 

も

爲

.#
,

の
み

t

撒
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

商
品
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又
は
苻
價
證
券
を
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國
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>

移
し
、之
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依
つ
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資
金
を
外
國

k

集
：橄
す
る
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こ

V
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も
出
來
る
の
で
あ
る
か
ら
、逃
避
の
防
北
は
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理
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の
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火
强
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を
も
必
耍
岑
す
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あ
る
の
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於
け
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替
相
释
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下
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動
搖
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し
む
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を
免
れ
な
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國
際
收
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定
；の
，中

で

最
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耍
な
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占
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つ
比
較
的
容
易

^

統
制
し
得
る
も
の
は
、資
本
勘
定
を
除
い
て
は
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黏
勘
定
で
あ
る
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に
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際
收
支
勘
定

R

於
け
る
均
衡
狀
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是
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す
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替
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理
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つ
て
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舄
の
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又
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ふ
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經
濟
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濟
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す
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述
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又
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而
し
て
へ
制
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政
策
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市
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政
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又
.
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来
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れ
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の
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當
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の
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爲
替
管
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替
政
策
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J

け
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地

#
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吸
カ
な
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ら
し
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る

^
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前
の
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は
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れ
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.
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运
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合
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金
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爲
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相
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及
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す

作
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て
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び
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：移
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調
節
し
ょ 

う

W

す
'
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間
市
場
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策
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鈒
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の
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場
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於
け
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俱
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f
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又
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m
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V

金
.

0

資
金
金
を
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i

猶
し
て
市

«
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統
制
し

^
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_

引
政
'

策
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植
俟

0

て
爲
替
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i
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響
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典

へ

ょ

う

く

す

る

：
の
で

)

あ
る
：。
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故
^

此
等
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：
全
く
 

_

揭

め

卖

味
^

'

_
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調̂節策であ
 

っ
て
，決
し

'

」

て
'
'

眞
の
寫
味
の

#

.

理
策
.

で
は
な
ぃ
。

併
し
斯
、る
ボ

_

が
±
戰
前
の
を
れ
を
代
表
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る
C

言
'

0

'

ノて
も

，勿

‘
画

今
れ
が
今
：

n

:

採
用
ネ

‘

れ
：な
：

い
ど
雷

.

ぶ
の
で

「

は
次
：

s

 

o

殊
k

 

'此
等
政
策
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に
#

替
.

政
策
マ

」

，し
.
.

て
の
».

義
の
み

.

を
«-
0

も
の
で
は
な
い
か

.

.

ら
、今

H

k

於
' 

い
て
i

.

依
然

t

し
て
各

國

中

央

銀

行

の

，利

州

す

事
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所
な
.
0'

で
あ
る
。

f

れ
ど
.

同

晚
R

.

其
利
：用
の
仕
方
が
戰
前 

ょ
》

遙

か
R

:

職

極

的

且

つ

一

般

的

ビ

'

な
0

て
.

ゐ
る
„

併
し
な
が
.
.

ら
，假
令
斯
櫞
に
：.
若
干
の
.變 

化
は
起

.

つ
て
ゐ
，で
も
、̂
'

れ
が
調
飾
策
た
、る
と

.

V

J

k

は
少
し

'

も
變
ダ
在

%

 

.

の
で
あ
る
。

而
も
咋 

今
.

の
勿
ぐ
に
歡
界
經

.

濟
が
深
刻
'

な
：經

濟

的

不

況

化

沈

^

し
：へ
て
©

る

時

代
^

は
、金
及
び
資
金
移 

動
?:
'

支

配

す

：る

爲
(C

金
利
を
引

'

上
C

る
乙
ど
は
體

^

却
つ
七
該
.國
民
經
濟
不
信
不
安
の
シ
グ 

ナ
ル
^

な
つ
て
、調
：節

'

の
效
果
を
潇
ら
す

.

所
か
所

®

ビ
^
^
 ̂

結
*

を
招
'

來
す
る

t

 

S

ず
ら 

屢
々
あ
さ
の
で
あ
、る

0:
.

,

又
大
戰
婦
か
ら
も
、軍

R

割
引
、及
：び
公
開
市
場

.

政
策
の
み

"

で
は
な
ぐ
、金
の
移
動
を
.發
现
す
ベ 

&

金
輸
送

.

黙
R

影
'

響
を
典
ふ
る
政
策
も
亦
行
は

.

れ
來
た
ゥ
：て

^

る
。
.

例
へ
'

ば
佛
蘭
西
の
實

&

 

し
た
F

の
金
打
步
政
爾
即
ち
金
の

^

出
を
难
分

.

で
'
.

も
#

#

す
^

«

.

に
#

換
.

に
：際

し

て

金
k

對 

.

レ
打

(

步
：を
與
へ
'

る
.:

方
策
の
：.
如
さ
.

が

あ

る

？
.

又
獨
'

逸
，：0-
-

行
つ
'

た
金
：^
.

'

翁
‘

す
る
.
'

前
*

政
'

策
、即
ち
金 

.

を

輸

入

す

る

：者
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對
し

ザ

#

 

め
ょ
：ぅ

v
j

す

0 
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^

各
所
に

m
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へ
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ど
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來

る

ー
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ぃ

堞
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る
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政
策
は
介
れ
も

^

说
余
吸
弓
政
策
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あ
つ
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爲
替
相

S

ド
,

す
：る
/

政
.策
ビ
し
て
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,
3

引
及
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么

K
.
T
r
r

#-

政
策
.

ど
:M
c

:
fi

質
.

は
相
.

a

.

去
る
遠
い

.

も
の
で
は
な
い
。
唯
外

'

國
.

爲
替
.
•

手
形
政
策

^

も
' 

#

す
へ
き
も
の
は

J

 

■
$

の
公
開
市

®

政
策
で
は
あ
る
け
れ

V

も
、他
の
も
の

I
- 

A
y

は
一
段

]®
&

 

直
接
的
强
，制
力
を
有
し
て

®

ん
戰
前

k

於
い
て
も

#

へ
'

ば
塡

±

^

匈
牙
利
鋏
行
の
如
さ

k

依 

つ
て
用
ひ
ら
れ
た
：所
.

で
，あ
る
が
、此

政

»

.

に
.

就
.

い
て
は

®

k

B

及
す
る
で
あ
ら
う

、

?

w

c

l)

il
-

L

#

大

0
 

0

の

'政策に

M

い

‘て

は

拙

稿

『

金の

0

際的移動に

M

いて

』
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學
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_

誌
、
昭

和

六

^

七
月
。馨
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.
.

以
上
.

大
戦
前
の
諸
政
策
に
：反
し
て
、爲
替
取
引
の
制
限
策

Z

そ
は
眞

k

爲
替
管

f

言
ふ
可 

会
も
の
で
、そ
の
伞
圆
す
る
所
ば
、外

II
I

.

爲
替
に
於
け
る
矛
盾

•

不
調
■
.

和
の
依
つ
て

>t
f

i

る
«

本
的
^

 

礎
を
統
制
し
是

JH

し
ょ
う
ど
す
る
の
で
あ
つ

て
、其
作
用
は
直
截
的

(

强
行
的
で
あ
る

o

而
し
て 

®

る
政
&

a

fj

の

.1 

力
法
は
爲
替
取
引
の
制
限
、禁
止
又
は

0

當
で
あ
う
、又
時

k

は
©
替
相
場
の 

强
.

制
的
決
定
を
伴
ふ
乙

V」

も
ぁ
る
？
今
之
を

a

揭
諸
國

R

就
い
て
觀
れ

ば

、
9)

a

)

外

國

焉

替

取

，引

一
般
k

何
等
か
の
制
限
を
置
く
場
合
英
吉
利
、伊
太
利
，希

臘

、葡

萄

牙

、印

度

'
ア

V
V
.

ェ
.
ン
.テ
イ
ン
、

^

利
、ウ
ル
ダ

.

.ア
イ
、コ
ロ
ム
ビ
ヤ
、南
ア
フ

'
グ
.：力
、
獨

逸

：

b

)

輸
入
爲
替
収

u l
k -

制
限
を
：食
く
場
合
：
チ
ニ
ッ
コ

.

ス
ロ
グ
，

.

キ

ャ

、
ユ

ー

ゴ.
1

ス

ラ

ゲ
.

ィ

ャ
. 

ブ

ラ

ジ
,

、潫
洲
、ニ
力
ラ
グ
ア
、

(

C)

或
る
猶
の
轍
入
品
に
對
し
て
外
國
爲
替
の

m
組
を

_
ih
す

る

場
合
ブ
ル
，ガ
リ
ャ
、
 

d)

必
需
品
の
輸
入
に
對
し
て
の
み
、又
は
そ
れ

R
.對
し
て
優
先
的

R
、外
國
爲
替
取
引
を
許
す

 

.

場

合

.:

塊
太
利
、匈
牙
利
、芬
蘭

•

丁
妹
、ラ
ト
グ
ィ
ャ

、

'
 

.

(

e )

輸
入
貿
易
を
制
限
又
は
獨
占
し
、若
し

く

は
貿
易
を
國
營

C
し
て
外
國
爲
替
取
引

?:
抑
制 

:

す
る

®
合

エ

.ス
ト

.ニ」

ヤ
、西
班
牙
、土
耳
古
、べ
グ
シ

.ャ、ソ
グ

-
|
:ト
聯
邦
、

.

等
に
大
別
し
て

•

み
る
乙
ど
が
出
來
る
。

.

併
し
其
制
限
の
程
度

^

は
國
^
依
っ
て
著
し
い
相
違 

か
存
し
て

.
^ >

.

る
。：
っ

'

(

2 

X
横
濱
正
金
銀
行

.週
'報、昭
.和
七
平
ニ
：月

"五E

號、又
は

M
洋
經
濟
新
報
、同

‘ 
ニ 
：月
十
三

.' 

於
：：

け
る
■共
.轉
，載
參
照

.0

14

號

に

:
:
:

爲
替
政

.

策
の
主
體
.か

ら

觀

る

割

引

.

及
び
公
！！.市
場
政
策
ば
躯
例
中
央
銀
行
の
.行
ふ
所
で 

あ
る
が
、爲
律
管

® !

に
就
い
：て
は
政
策

v

し
て
の
性
質
上
當

.

然
&

象
於
其
主
體
で
あ
る
。：
唯
國 

家
が
如
何

^

る
撒
關
を
じ

<
實
行
の

«

k

當
ら
し
む

る

か
k

就
：い
て
は

.

種
々
の
場
合
，か'あ
る

<

笫

ニ

十

六

卷

C

四
〇

--)

外M

爲
替
管
理
の
普
及w

并
街
す
る
意
義
に
就
い
で 

嵌
：

1

號 

ニ
五



f

l
十

六

卷
'(

四
0

ニ
>

:
外
國
媳
捧
馀
现
：の
#

及
<
其
布
す
る
遛
翁
に
就
パ
て 

I

:號

ニ

ー

、

即
友

■

:

藏

大

膨

又

は

；總

#

が

焉

替

版

引

取

»

の
：權

«

ゎ 

分
へ
は
英
洁
羽
伊
太
利
抱

T
. N

リ
ヵ

.

0
如
き
國
が
あ
る
，。

1
登

^

.

_國

^

.は

^

取
引
を
獨

*

尤
る
？
_检
鱗
ネ
ト
グ
ィ

.ャ
、ボ

r

^

ィ
.ャ
、ブ

タ

ジ

火

、瑞

典

等

。一.
'

(

：三

笑

干

の

國

で 

は
、爲
替
取

?1
を

，：屮

央

ま

行

の

獨

占

‘

は

し

な

い

：が
、中

央

銀

行

に

爲

替

銀

行

に

»

す

る

監

督

權
 

を

附

與

f

る

場

合

：が

あ

：る
；。
，
例

へ

ば

芬

蘭

、塊

灰

利

、匈

牙

利

，ブ

f

ガ
リ
 

> ャ
‘

ゥ
，々

グ

ァ

イ

V
工
ス
ト 

こi

ゃ
、コ
ロ
ム
ビ
：十
等
乙

^

x
馬
す
る
。

(

四)

然
.る

^

幾
多
の
國

^

於
い
て
は
特

R

爲
替
管
理
委 

員

#

を

[&
け

'̂
fc
以
て
統
制
の
任
に
當

•ら
し

.め

て

<D
る
の
で

fc
i

oi
て
、紐

a
.、
:[
:

耳
ト

-'
1

ャ
利
.ァ
レ 

デ

-

シ
テ
ィ
ン
、ベ
ペ
シ
ャ
、二
力

-フ\
ラ

■

1

'

體
.斯

祿

な

爲

替

管

理

が

最

释

急

激

^
f

般
化
し
た
：の

■

ば
如
何
な
る

»

機
^
基
く
の
か
ビ 

云

ふ
K

t t
k

前

化
.

げ

た

廣
.

の
‘

爲

替

管

理

：の
諸

'

目
'的
の

中

の

ニ

つ

が

大

體

其

主

た

る

0

的 

ヒ
な
つ
て
ゐ
る
。

"

:

即
ち
二
づ
は
、資
本
逃
避
、投
機
及

.

び
■

外
國
の

：

ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
設
定
等
の
防
止 

で
あ
る
。

他

ば

現

在

の

深

刻

な

經
济
的

不

況
^

依
5;
.

國
民
經
：濟
の
不
安
乃
至

M

際

收
支
逆
調 

が

既

往

の

政
.
策
：の
み
を
以

て
，.じ

て

は

到

底除
か

れ

得

な

い

爲

、

並に
そ
れ
が
爲
め
輸
入
贸
易 

を
'

鄉
限
せ
ん

i

す
る
己
ビ
で
ぁ

5:
。
'

缚
 

目
的
が
國
民
經
濟
め
安
定
化
る

Z

ビ

は
.明
か
で
あ
る

.

が
，併
し
其

I I

接
の
動
機
が
，一
一
者
の
屮
の
何
れ

^

存
す
る
か
、又
北
ハ
兩
漭

R

在 

る
か

^

:從
つ
て

&

^

述
べ
た
や
ぅ

^

抱
ら
管
理

^

緩
嚴
の
辇

2 :
.

生
ず
る
の
で
あ
る
。
例
べ
ば 

英
吉
利
の
如
く

^

資
本
の
：.逃

避

を

防

JI
:

す
る

こ

'
r
J

を
.

ば
目
的
ヾ

」

し
て
輸
入
爲
替

k

對
し
て

M

 

限
'を
行
は
ぬ
場
合
が
あ
る
。
併
し
同
じ
く

'

#

本
’逃
避
の
防
北
を
目

.

的
.v

j

し
て
も
、國

R

よ
つ
て 

は
取
得

^

r

れ
夺
外

»

爲
替
又
は
在

.
外
資
：金

2 :
.

ば
强
.

制
的
；
^

屮

ホ
,:
,

せ

し

め

又
"

は
：
^
:
國

羅

貨R

交 

換
せ
，し
：む
る
.も
の
も
.多
數
あ
る

'

ど
'
:

同
.：

時

レ

、
ゥ
：：
ル

グ

ァ

ィ

の

、
如

く

輸

出

に

一

對

し

て

4

制
限

? :

加 

へ
て
逃
避

k

備
へ
ん

w

す

る

も

：
の.
が
あ
•

る
？「

從
つ
'
.
て
.

(
U

H

的
が
對
外
收
支
勘
定
の
：囘
復

w

か
、國 

民
«

濟

：の」

動

搖

純

除 
<

 

か
^

向
.

へ

ニ

碎

前

雄

ヅ

ゃ5
^

'

_

入
：
爲
»

の
制
：限
、禁

止

叉

は

必

爾

品

K 

對
し
て
の
み
の
許

：.

可

等

の

：
手
；段.
^

棵

ら

：
れ

：

み
：：：

の
'

^

^

る

ゥ

51
:

,

に
：獨
.

乙
：の
如
ぐ
巧
资
本
の
一
逃
避 

も
I

防
止
.

し
な
吠
れ
味
な
ら

@

、國
際
收
支

_

〉

定
‘

&

»

し
；な

(

^

れ
«

.

象
ら
ぬ

’

又
對
外
偾

#

の
' 

大 

部
分
が

'

外
貨
偾
接

(

で、あ
♦

か
ら
何

}

し
て
'も
金
.：

*

位
制
：魔

 

爲
替
相
場
の
：低
落
を
、
 

防

止

し
^ :

け

れ

ば

な
■

.

言
：云
^ :「

如
、含

國
^

跨
呤
て

」

は
’
^

國

爲

樣

敢

办

鸯

般

に

.

對
.

し
：て
極
端 

な
：抑

制
_

が
«

ぜ
、
■
J
p
'
0 

&

管
a

策
ぬ

關

し

：て
；旣

揭

0

所
■

を
：
補

足

：す

る

に

、 

-;
'

九
3

ー：、年

^

月
以

〔

來
#.

替
管

®

い
取

n

十
'六#

」
(

W

O

H

0

 

:

外幽像

#:

影
®:
'

の齊典ミ躲寐す

.0

意義に

.就ぃて：：

 

第
：ニ號

.

二七；



笫
ニ
十
六
卷
.

0
四
〇
.四〕

外
_
爲
替
瞥
理
$

及
名
其
有
す
る
意
義
.に

就

い

て

，
 

第
！

I;.

號

-
X

要
ビ
し
た
？

而
も
其
承

.

認
へ
の
興
：へ
&'
:

れ
.

る
：取

引

は

輸

入

及

び

®

過
貧
易
の
目
的

R

使
用
す
る 

も

の
fc

限
6

、且
つ
獨
之
_

«

行
或
は
_
行

 

'

の
r

可

を

與

へ

た

躅

^

金
亂

_

il

^
の
取
引
範
圓 

の
み
に
限
る

乙

ビ

•、
豕

f
u

た
V

而
L>
:

て
爲
替
管
理
局
は
、商
業
登
記

V」

な
し
U

自
然
人
又
は
法 

人

ド

じ

て

當

該

商

.

エ
會
議
所

'̂

於
い
て
平
常

1£
规
の
業
務
を
な
し
且
っ
外
國
へ
支
柳
の
必
要 

あ
X

の
證
明
書

?:

與
ふ
る

其

u

對
じ
て
は
、從
來
の
業
務
の
範
圆
內

k -
於
い
て
總
柄
的
許 

可
?:

與
へ
得
る

z

k

に
な
つ
て

Q

る
。
然
る

^

英
吉
利
の
金
本
位
停

Jh

後資

.

本

の

逃

避

を

：防 

止
す
.

る
爲
に
管
理
の
範
圍
を
鑛
大
し
た
。
即
ち
獨
乙
國
銀
行
の
特
許
な
ぐ
し
て
有
價

0

錄
を 

外
國
人
の
注
文

^

對

し

て

寶

却

す

る

こ

ど

、並

ド

有

價

證

券

を

外

_

人
の
.

：勘
定

^

振
替
へ
る

乙 

ど
を
'

禁
止
し
た
。：

(

九
月
廿
六
日

)

蓋
し
有

'

價
證
券

0

賣
買
は
資
本

.

移
動
の
一
方
法
で
あ
つ
て
、之 

k

仅
6

^

金
を
外

®

k

移
す

z

が
出
來
る

ビ

同
|1
#

K
.

マ
ル
ク

.

の/
低

落

?:
助
長
す
る
か
ら
で

ぁ
る
°

次
ぃ
で
十
月

.

1
1

ロ
k

.

至
へ
左
の
如
き
緊
•
令

t

發
し
て
爲
替
管

.

理
を

 

一
M

嚴
市
；な
る 

も
の

ビ

し
た

9

(
I
)

獨
乙
國

.內
房
住
者

^

し
て
十
月
ー
フ
日
現
在
ニ
亩
マ
ル
ク

(

從
來
ニ
千
マ

'
ル
ク

)

以
_
上
の
外
：幽 

货
幣
を
所

■有
す

'

♦
者

は

、十

乃

十
：；：：

迄

ド

屈

'出

，づ

ベ

ま

こ

'
5

,
三

)

獨
乙
阈
銀
行
又
は
同
行
の
認
可
を
與
へ
た
銀
行
を
通
ぜ
ず
し
て
獲
得
し
た
外
國
支
拂
手 

段
は
其
高
の

^

何

R

拘
ら
ず
三

£
2以
内

^

獨
こ
國
銀

‘
行
に
屈
■出

る

乙

ヾ」

。

、

(

三)

獨

乙
|1
!

銀
：行

の
*要
-求

あ

れ

■ば
、
右
の
外
國
支
拂
手
段
は
同
行
に
賣
渡
さ
な
け
れ

ば
な
ら

ぬ

こ
^

0

-

,

'

:

:

.

■ 

.

.

.. 

:
 

. 

' 

•
• 

- 

. 

■ 

:

.

.

:
(

四)
I

般
輸
入

.

贿
R

1.

ヶ
月
二
十
五
翦
マ

ル
ク
、侃
，人

^

ニ

萬

マ，\

ク
以
土
の
輸

入

を

許

可

せ

.：
 

ん
ど
す
る
：時

^

は
、爲
替
管
理
局
は
豫
め
：獨
乙

.

國
.銀

行

の

承

諾

を

得

な

け

’

れ
：ば
'な

ら

ぬ

Z
ど
0 

.
更

k
十

.一

月
廿
ャ
日

'

に，は.、資
本
逃

®
の
防

逷
を
猶
ほ
嚴
.格
な
ら
し
む
る
た
め

^
、十

一
一
爿
以 

降
は
輸
出
業
者

k

.

對
ル
て
輸
出
故
及
び

こ

れ
R

用
ふ
る
外
國
貨
幣
^
關
す
る
報
街
義
務
を
課 

す
る
：法
令
を
發
亦

し
だ

;0」

を

れ

ざ

同
時

R

、同
月
以
降
輸
入

0

爲
^

す

る

外
國
爲
替
總
括
的
要 

求
許
容
：額

を

ば

原

則

S

し
て
從
前
月
额
の
：七
劍
五
分

^

引
下
げ
、殘
：餘
部
分
：

.

は：對
外
偾
務
の
活 

用
に
依
ら
し
む
る

乙

、、」

し

、

以
て
爲
替
管
理
は
愈

々

嚴
重
，
强
行

-

れ
て
ゐ
る

。

：
.

'

斯
る
爲
替
管
理
は
假
令
嚴

IB

:
で
あ
り

も

未
だ
爲
替
取
引
の
抑
制
で
あ
る
が
、そ
れ

.

^

絕
對
R

 

抑
止

3

れ
る
場
合
が

.

あ
る
。
卯
ち

•

或
る
種
の
輸
入

.

品
^

對
し
て

'

爲
替
取
：引
の
禁

4:
3

れ
る
'場 

合
は
旣

.

R

之
を
述
ベ
た
が
、：又
對
外
僙
務
に
關
し

.

て：モ
.

ラ
ト

y

ァ
ム
の
宣
胃
^
れ
る
場
合
が
あ

:

锫
一
一
十
六
卷

(

四
Q

S

外
國
餘
縣
眢
理
の
普
及
ミ
其
有
す
る
窟
義
に
就
い
て

.

塗

號

'
-—
.
九



:

埋

屮
.

六

舞
0

四
:0
'

六〕

外
5

摔
眢
_

馨
及
.

義

有

を

.

I

號
’
：

！
！
：
0

 

.

名
;'
0

獨
：乙
は
外
：資

引

士

を

免

^

-/
1

が

爲
^

華

權

諸

國

ミ

協
^

^

其
ン
延
期
を
講
じ
つ
、
あ
.る 

が
,

ッ
'
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を
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を
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あ
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。
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あ
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れ
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述
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^
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^
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激
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縮
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進
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れ
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狹
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濟
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濟
の
發
興
の
：爲

：
R

U
資
本
.及び

.

.
商

品
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嫌
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條
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濟
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す
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令
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濟
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濟
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濟
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^
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通
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召
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«
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を
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れ
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。
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猶
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